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アメリカのファシズム
中　條　　　献

ドナルド・トランプが大統領候補として頭角を現す
2015 年頃から，アメリカのメディアや知識人のあいだ
では，彼を「ファシスト」と呼ぶ声が出てきた。当初，
それは主としてジャーナリズムや評論の世界で提起され
ていたが，2016 年の政権誕生後には，ジュディス・バ
トラーを始めとして哲学者，歴史学者，政治学者も積極
的に言及するようになる。トランプ政権とファシズムの
関係をめぐる議論は後に「the Fascism Debate」とも呼
ばれるようになり，ソーシャルメディアも巻き込んで現
在も続いている。
この論争のなかで注目されたのが，ファシズム研究の
第一人者ロバート・パクストンの発信である。パクスト
ンは当初，トランプをファシストと呼ぶことに慎重で
あった。しかし，2021 年 1 月 6 日の連邦議会襲撃事件
を受けて，トランプ現象をファシズム研究の枠組みで理
解するべきだと唱えてメディアでも取り上げられ，大き
な影響を与えた。そもそも「民主主義社会の模範」を自
認してきたはずの第二次大戦後のアメリカで，自らの社
会を「ファシズム」という言葉で分析することを当該分
野の専門家が主張するという事実は，重要な意味をもつ。
とはいえ，あくまでメディアを通して見た印象である
が，論争全体の主たる争点は，トランプの政策や実行手
段はファシズム的であるのか，そして，「ファシズム」
という用語と概念それ自体をアメリカに適用することは
妥当なのかという 2つに限定されているようにも見え
る。前者には，トランプ個人や政権の問題に議論を「矮
小化」する危険があるし，後者は，学術的に精緻な議論
はさておき，「民主主義国家アメリカ」をそれとは究極
に異なる（とされる）概念で理解することをめぐる感情
的な応酬が目立つ。そうだとすれば，この論争をきっか
けとして，他に考えなくてはいけないことがあるのでは
ないかと筆者には思える。
パクストンが注目したのは，トランプ個人の言動だけ
ではなく，その背後に存在する「ヒトラーやムッソリー

ニにも見られなかった…強固な社会的基盤（solid social 
base）」であった。それは，アメリカ衰退への危機意識，
ナショナリズム，移民への不安，さらには新自由主義的
秩序のなかで形成された不満や閉塞感が，多くの支持者
を結集させて生み出された「基盤」である。重要なポイ
ントは，こうした基盤がトランプの「岩盤支持層」だけ
に限られたものではない，とパクストンの議論が示唆し
ていることだ。トランピズムは「大衆が下から創り出し
た現象で，指導者は常に先手を打って応えようとしてい
る」と，彼は語っている。
事実，軍事力の維持と世界規模の対外関与，市場経済
と弱肉強食の社会秩序と格差，アメリカ国家への強い帰
属意識などは，程度の差こそあれ民主党と共和党の双方
に共有されてきた。つまりトランプ現象は，「民主主義
の崩壊」の結果であるとか，外部から突然出現したもの
というよりも，アメリカ社会そのものが長年にわたり形
成してきた枠組みの内部から生じた現象として理解する
必要があるのではないか。繰り返すと，「アメリカ・ファ
シズム論」の重要性は，「トランプはファシストか」と
いう判定にあるのではない。むしろ，アメリカ社会が何
によって統合されて（しまって）いるのか，どのような
価値観や制度が国家を支えているのかを批判的に問い直
す点にある。「分断」の考察も必要なのかもしれないが，
重要なのはこちらではないかと筆者は考えている。
かく言う日本でも，「アメリカの分断」が自社会に対
する警告のように繰り返し語られているが，そこには，
多様化する日本社会の現実に対する恐れと反発があるこ
とは間違いない。外に対してはアメリカの強権的な行動
に同調し，内に向けては排外的な姿勢を崩さない日本の
現政権が国内で高い支持を集めている状況は，ここまで
の議論のなかではどのように位置づけられるのだろう
か。

 （桜美林大学名誉教授）
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新会長挨拶
本年 6月 6日，7日に行われた年次大会（於東京学芸大）で会長に就任いたしました。伝統あるアメリカ学会の運営
全般を担うという大役に，字句通り身のすくむ思いでいます。ただ幸運にも，岡山裕，新田啓子両副会長，そして 12
名からなる常務理事の俊英諸氏が私の凡才をカバーし，広範囲に及ぶ実務を支えてくださいます。この新しい執行部が
一つのチームとなって予測される難局を乗り越え，少しでも会員の皆様の研究に資する活動が出来れば幸いです。
さて，今年は 1966 年の学会再建（第二期アメリカ学会創設）から数えて 60 年の節目の年となりました。上記の年次
大会でも，60 周年記念シンポジウム「アメリカ研究 60 年――変化と継続，そして未来への展望」が行われ，今に至る
日本でのアメリカ研究の来し方と現在進行形の諸課題について熱く語られました。まず，本学会とアメリカ研究の歴史
に関する討論からは，もともと地域研究のディシプリンが脆弱だった日本の学術環境にあって，歴代の会長をはじめと
する先輩方が，いかにして学際的かつ多専門的な外国研究としての「アメリカ研究」を育て上げてこられたかがよくわ
かりました。多様な学問的背景を持つ「アメリカ研究者」が互いを排除せず，対等に意見を交わせる学びの場を創り出
す――そうしたアメリカ学会不変のミッションを再確認した次第です。
また，アメリカ研究の現在地点と将来展望に関する討論でも考えさせられるものがありました。特に印象深かったの
は，複数のパネリストが現下の政治状況のなかで，学問の自由が危機に瀕していると警鐘を鳴らされたことでした。さ
らに，アメリカのリベラリズムに陰りが見え，内向きで排外的な傾向を強めている今だからこそ，研究者の国際交流と
日本のアメリカ研究の国際発信が重要なのだという指摘もありました。実際，アメリカの学協会のあいだには，学術研
究の自主性を重んじるがゆえに，従来の研究助成との関係を見直す動きがあり，そのことは，本学会が推進する国際交
流事業にも影響を与えています。あたりまえのように行われてきたASAや OAH, そして韓国のASAKとの研究者交
流は，先人の営々たる努力の賜物です。これを何とか立て直し，維持・発展できる枠組みを見出すことは今期の運営に
課された最重要の任務だと思います。
その他にも早急に取り組むべき課題はいくつもあります。なかでも，最盛期には 1200 人を数えた会員数が，この 10
余年の間に 950 人を割り込むまでに減少していることは看過できません。もちろん，この長期的な傾向には，年ごとに
厳しさを増す日本の学術研究の現況や，より一般的な少子高齢化に起因する面もあるでしょう。しかし，本学会として
も会員減に歯止めをかけるべく試みてよいことがあるように思います。例えば，コロナ禍の前には，時折行われていた
地方の関連学会とのセミナー共催や独自の国際会議の企画などを復活させ，国内での学会活動を活性化できればと考え
ます。アメリカ研究の開かれた学際フォーラムたれという，創設以来のアメリカ学会のDNAをしっかり受け継ぎつつ，
学問を取り巻く新しい環境の中で，臨機応変に国際交流と国内活動の充実に努めていければ幸いです。微力ですが最善
を尽くす所存ですので，会員の皆様におかれましても，今まで以上に積極的な学会活動への参加とご協力をお願いした
く存じます。

 中野耕太郎

•••••••••••••••••••••••••

2026‒2027年度役員一覧
会長
中野　耕太郎（東京大）

副会長
岡山　裕（慶応大） 中原伸之賞選考委員会委員長兼任
新田　啓子（立教大） 清水博賞選考委員会委員長兼任

常務理事
菅（七戸）　美弥（東京学芸大） 会務委員会会務担当
大串　尚代（慶応大） 会務委員会財務担当
久野　愛（東京大） 会務委員会会務担当
小川　真和子（立命館大） 会務委員会会務担当
森　丈夫（福岡大） 年次大会企画委員会
櫛田　久代（福岡大） 年次大会企画委員会
山根　亮一（東京科学大） 年次大会企画委員会
古井　義昭（立教大） 年報編集委員会
坂下　史子（上智大） 国際委員会
松永　京子（広島大） 英文ジャーナル編集委員会
松井　孝太（杏林大） 広報・電子化情報委員会
梅川　健（東京大） 斎藤眞賞選考委員会
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理事（選挙選出）
青野　利彦（法政大） 阿部　公彦（東京大） 有光　道生（慶応大）
石原　剛（東京大） 石山　徳子（明治大） 和泉　真澄（同志社大学）
大串　尚代（慶応大） 岡山　裕（慶応大） 奥田　暁代（慶応大）
小田　悠生（中央大） 兼子　歩（明治大） 川口　悠子（法政大）
貴堂　嘉之（一橋大） 倉科　一希（同志社大） 坂下　史子（上智大）
菅（七戸）　美弥（東京学芸大） 常山　菜穂子（慶応大） 土屋　和代（東京大）
豊田　真穂（早稲田大） 西山　隆行（成蹊大） 新田　啓子（立教大）
野口　久美子（明治学院大） 橋川　健竜（東京大） 久野　愛（東京大）
古井　義昭（立教大） 松永　京子（広島大） 松原　宏之（立教大）
南川　文里（同志社大） 三牧　聖子（同志社大） 矢口　祐人（東京大）
吉原　真里（ハワイ大・東京大） 渡辺　将人（慶応大） 渡辺　靖（慶応大）

理事（会長推薦）
梅川　健（東京大） 小川　真和子（立命館大） 櫛田　久代（福岡大）
松井　孝太（杏林大） 森　丈夫（福岡大） 山根　亮一（東京科学大）

監事
伊藤　裕子（亜細亜大） 佐藤　千登勢（筑波大） 中野　博文（北九州市立大）

•••••••••••••••••••••••••

第 61回年次大会企画・報告募集のお知らせ

第 61 回年次大会は，2027 年 6 月 5 日（土）・6日（日）に，福岡大学で開催を予定しています。
つきましては自由論題報告と部会企画案を，下記の通り募集いたします。会員のみなさまの応募をお待ちしております。
また，分科会の継続ないし新規開催の申し込みも受け付けております。すべての応募はアメリカ学会ホームページの

「お問い合わせ・応募」欄〈https://www.jaas.gr.jp/outline/contact-us.html#contact〉から，年次大会企画委員会あて
に PDFファイルにて，該当する件名 1）自由論題；2）部会；3）分科会を明記し，各締切日までにお申し込みください。

1. 「自由論題報告申し込み」（締切日：2026 年 11 月 15 日）
I. 申し込み

1）報告者氏名・所属；2）報告タイトル；3）報告内容（和文 1,500 字程度，英文 800 語程度）；4）キーワード 5
つを記載のこと。報告タイトル・内容は，発表言語に準ずることとします。報告内容は未発表のものとします。
すべての応募について審査を行い，結果は 1月上旬までにお知らせいたします。なお，提出された報告内容につ
いては，受理後の変更はできません。

II. 応募資格
自由論題での報告は，海外在住者（下を参照）を除き，会員のみとします。非会員による申し込みは，締め切り
日までに入会手続きを行っている場合のみ暫定的に受理し，入会が認められ，会費納入が確認された時点で正式
受理とします。
*自由論題報告は 2年連続でできますが，3年連続ではできません。
〈海外在住の非会員〉第 52 回年次大会より，海外在住者（国籍不問）は，非会員でも自由論題発表が一回にかぎ
り認められることになりました。ただし，報告にあたっては，大会参加費（8,000 円）の支払いが必要となります。
支払方法については，報告が認められた際に通知いたします。なお，支払われた参加費は，いかなる理由におい
ても返金いたしません。

III. 報告にあたり
報告決定者は 2027 年 5 月 10 日までに，フルペーパー（和文の場合は 8,000 字～12,000 字，英文の場合は 5,000
～7,500 words 程度）を提出していただきます。提出されたペーパーはパスワード化し，学会ホームページにて
学会員のみ閲覧・ダウンロードできるようにいたします。

2. 「部会の企画提案」（締切日：2026 年 9 月 10 日）
I. 申し込み
1）すべての登壇予定者氏名・所属（責任者を明記）；2）部会タイトル；3）内容（和文 800 字程度，英文 400 語
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程度）。報告タイトル・内容は，発表言語に準ずることとします。企画内容は未発表のものとします。すべての
応募について審査を行い，結果は 12 月下旬を目処にお知らせいたします。なお，提出された企画案については，
受理後の変更はできません。

II. 応募資格
1）前回大会での部会・シンポジウム・ワークショップでの登壇者は，次年度での部会報告はできません。司会者，
討論者としての応募も避けるようにしてください。
2）登壇者の過半数は学会員であることとします。
3）司会担当者は，学会員としてください。他の登壇者への連絡等をお願いするためです。
4）非会員の部会登壇者への謝金，交通費等の支払いは，学会としては行いません。必要な場合には，科研費等
をご使用ください。
5）登壇者を選定するにあたっては，地域バランス・ジェンダー構成等にご配慮ください。
6）学際性のある企画を歓迎いたします。ただし応募条件ではありません。
7）大学院生や学位取得後間もない研究者の応募を歓迎いたします。

III. 報告にあたり
登壇決定者は 2027 年 3 月 31 日までに，報告要旨（和文の場合は 600 字～800 字，英文の場合は 300～400 words
程度）を提出していただきます。提出されたペーパーは，学会ホームページにて一般閲覧・ダウンロードできる
ようにいたします。

3. 「分科会開催の申し込み」（締切日：2026 年 8 月 31 日）
分科会については，2027 年度もオンライン開催とさせていただきます。使用するウェブ会議サービス（ズーム等）
については，原則各分科会でご用意いただくことをお願いいたします。

I. 申し込み
新規申し込み：1）分科会趣旨（和文 350～400 字）；2）責任者氏名・所属・連絡先（メールアドレス）；3）賛同
者氏名・所属（5名）
継続申し込み：1）継続趣旨（和文 100～200 字）；2）責任者氏名・所属・連絡先（メールアドレス）
開催可否については，12 月下旬を目処にお知らせいたします。

II. 開催にあたり
開催が認められた分科会については，2027 年 2 月 15 日までに，企画提出依頼書（書式あり，後日送付）にて，1）
分科会の内容（報告タイトル等・日英両言語にて記載）；2）報告者氏名・所属（日英両言語）；3）内容紹介/報
告要旨（300～400 字程度，使用言語のみ）；4）開催予定日（ただし，年次大会プログラムと重ならないように
お願いいたします）；5）使用するウェブ会議サービス（ズーム等）のセッション IDをお知らせいただきます。
 年次大会企画委員会

Call for Proposals: Independent Paper Sessions 
The 61st Annual Conference of the Japanese Association for American Studies

The 61st JAAS Annual Meeting will be held at Fukuoka University on 5th and 6th June 2027. The Program Coordi-
nating Committee invites proposals for the “Independent Paper Sessions” to be held on the first day, Saturday.

Submission:
Submit your proposal（PDF）that includes: 1） your name and affiliation; 2） the title; 3） the abstract （approximately 
800 words）; 4）five keywords, via the following section of the American Studies Association website.
https://www.jaas.gr.jp/outline/contact-us.html#contact
Deadline: November 15, 2026
Acceptance and decline emails will be sent in early January.

Proposal from Japan:
JAAS members are eligible for submission. Non-members wishing to submit proposals are asked to complete the
membership application upon submission.

Proposal from outside Japan:
Submissions from both JAAS members and non-members are reviewed. Upon acceptance, non-members are asked



― 5 ―

to make the conference registration by e-mail no later than March 1, 2027. Also, the 8,000 JPY registration fee（non-
refundable）should be paid at the venue prior to the presentation.
* Non-members living outside Japan may present papers once without becoming formal members of the JAAS.
From the second time on, you are asked to become a member before presenting a paper. You can apply for mem-
bership upon submission.
** You can present papers for two consecutive years, but not three years in a row.
*** All the submissions should be previously unpublished and should not be under consideration for publication 
elsewhere. The committee accepts proposals in English and Japanese.
**** When your proposal is accepted, you will be asked to submit the full paper（approximately 5,000 to 7,500 
words in English, 8,000 to 12,000 letters in Japanese）to the Committee no later than May 10, 2027. The paper, 
locked with the password, will be posted on the JAAS website for the members prior to the Annual Meeting.

 The JAAS Annual Meeting Program Coordinating Committee

アメリカ学会 2025年度事業報告

1. 会員数
学会運営の適正化と経費節減のため，内規第 I 条 3 項「年会費を 3年間滞納すると退会処分となる」に照らして 13
名を除名した。それに伴い 2026 年 3 月 31 日現在の会員数は 939 名（一般会員 841 名，院生会員 78 名，海外会員 6名，
名誉会員 3名，維持会員 11 社）となり，前年度末より 29 名減少した。異動内訳は以下の通り。

〔前年度末 968 名〕*
新入会員 14 名（一般 5名，院生 9名）
退会員 43 名（除名 13 名，逝去 2名，希望退会 28 名）
*会員移動の確定時期が異なるため，前年度末の集計数を記載。

2. 理事・監事の改選
2026 年 2 月 13 日を締め切りとして理事・監事選挙を実施し，新田啓子・上英明両会員の立ち会いのもと 2月 23 日
に開票した。投票総数は 136 票となり，集計の結果，理事については上位 33 名が選出され，監事についても得票順に
3名を決定した。選出者は以下の通り。
※所属は選挙時のもの

理事 33 名（50 音順）
青野　利彦（一橋大） 阿部　公彦（東京大） 有光　道生（慶応大）
石原　剛（東京大） 石山　徳子（明治大） 和泉　真澄（同志社大学）
大串　尚代（慶応大） 岡山　裕（慶応大） 奥田　暁代（慶応大）
小田　悠生（中央大） 兼子　歩（明治大） 川口　悠子（法政大）
貴堂　嘉之（一橋大） 倉科　一希（同志社大） 坂下　史子（上智大）
菅（七戸）美弥（東京学芸大） 常山　菜穂子（慶応大） 土屋　和代（東京大）
豊田　真穂（早稲田大） 西山　隆行（成蹊大） 新田　啓子（立教大）
野口　久美子（明治学院大） 橋川　健竜（東京大） 久野　愛（東京大）
古井　義昭（立教大） 松永　京子（広島大） 松原　宏之（立教大）
南川　文里（同志社大） 三牧　聖子（同志社大） 矢口　祐人（東京大）
吉原　真里（ハワイ大・東京大） 渡辺　将人（慶応大） 渡辺　靖（慶応大）

監事 3名（50 音順）
伊藤　裕子（亜細亜大） 佐藤　千登勢（筑波大） 中野　博文（北九州市立大）

3. 会務委員会
2023 年 9 月から導入したアメリカ学会会員情報システム（「JAAS マイページ」）に，2025 年 7 月末日より領収証発
行機能を設けた。2024 年度に告知したとおり，会費納入のための郵便払込用紙の送付を廃止し，会費請求案内は郵送
ではなく電子メールとなった。郵便局，銀行振込での支払いは引き続き可能である。
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4. 年次大会企画委員会
（1） 2026 年年次大会（第 60 回）の開催
 2026 年度年次大会（第 60 回）は，6月 6～7日に東京学芸大学にて開催中である。
（2） 2027 年年次大会（第 61 回）の準備
 2027 年度年次大会（第 61 回）は，福岡大学にて開催予定である。
（3） 2026 年年次大会旅費補助について
 2026 年年次大会の旅費補助金 25,000 円を 2名に支給した。
（4） 2026 年年次大会参加時の託児補助金支給制度について
 申請者なし。

5. 年報編集委員会
2025 年度は，年報『アメリカ研究』第 60 号（特集テーマ「ローカル・アメリカ」）を刊行した。『アメリカ学会会報』
は，例年と同様，3つの号（218, 219, 220 号）を発行した。

6. 英文ジャーナル編集委員会
2025 年度は，Japanese Journal of American Studies 第 36 号（特集テーマ：New Approaches in American Studies）
を刊行した。

7. 清水博賞選考委員会
第 31 回清水博賞を 2名に授与した。

8. 斎藤眞賞選考委員会
第 9回斎藤眞賞を 2名に授与した。

9. 中原伸之賞選考委員会
第 7回中原伸之賞を 1名に授与した。

10. 広報・電子化情報委員会
学会ウェブサイトの掲載内容の情報更新に努めるとともに，「年報」ページや「英文ジャーナル」ページを中心にウェ
ブサイトの機能向上を図った。また，会員メーリングリストの管理運営に努め，システムのセキュリティー対策にも尽
力した。

11. 国際委員会
（1）2025 年・第 59 回 JAAS年次大会（2025 年 5 月 30 日～31 日，北海道大学）について
American Studies Association（ASA）関連ワークショップ「日米におけるアメリカ研究の実践――『アメリカ研究』
と“American Studies”の現在地と展望」，Organization of American Historians（OAH）との共催ワークショップ
“Desire, Pain, and Melancholia”を実施した。

（2）アメリカ学会海外渡航奨励金
2025 年度前期募集において，1名に 18 万円を給付した。
2025 年度後期募集において，2名に 18 万円ずつ，計 36 万円を給付した。

（3）プロセミナー
ASA, OAHとの共同プロジェクトとして 2025 年 6 月 3 日にプロセミナーを立教大学（ホスト：松原宏之会員）にて
開催した。また，ASAとの共催によるプロセミナーを 2026 年 6 月 5 日に大阪大学（ホスト：伊藤孝治会員）にて開催
することを決定した。

（4）ASAとの交流活動
① 2025 年度ASA年次大会について
2025 年 ASA年次大会は，2025 年 11 月 19 日～22 日，プエルトリコで開催された。国際委員会から，坂下史子会
員（上智大学），関口洋平会員（フェリス女学院大学）が出張し，ASAとの会議を行った。留学中院生向けの大
会参加費用補助金を 2名に支給した。また，ASAとの共催パネルを開催した。

② 2026 年度ASA研究者の招聘について
アメリカ研究振興会の支援により，ASAから次期会長であるTanisha Ford 氏（The City University of New 
York）と，Russ Castronovo 氏（University of Wisconsin-Madison），Mark Redondo Villegas 氏（Franklin & 
Marshall College）を招聘する。年次大会において，Ford 氏は会長講演に，Castronovo 氏と Villegas 氏はASAワー
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クショップに，それぞれ登壇する。

（5）OAHとの交流活動
① 2025 年度 OAH短期滞在プログラムについて
日米友好基金の支援により，OAH短期滞在プログラムを実施した。白百合女子大学（ホスト：箕輪理美会員，期
間：2025 年 5 月 27 日～6月 6日）に，Rebecca L. Davis 氏（University of Delaware），同志社大学（ホスト：和
泉真澄会員・南川文里会員，期間：同 5月 22 日～6月 4 日）に Cara C. Caddoo 氏（Indiana University, Bloom-
ington）が滞在した。

② 2026 年度 OAH年次大会について
2026 年 OAH年次大会は，2026 年 4 月 16 日～19 日，フィラデルフィアで開催された。OAHとの共催パネルを 2
つ開催した。国際委員会からは，小田悠生委員（中央大学）が出張し，OAHとの会議に出席した。また，留学中
院生のための大会参加費用補助金を 3名に支給した。

③ 2026 年度 OAH短期滞在プログラムについて
後述（7）の理由により，2026 年度の短期滞在プログラムを実施しないことを決定した。

（6）American Studies Association of Korea（ASAK）との交流活動
① 2026 年 JAAS年次大会
2026 年 JAAS 年次大会に Ihn-Hwi Park 氏（梨花女子大学校）が参加することが決定した。同氏は，会長講演を
行う。

② 2025 年 ASAK年次大会
2025年ASAK年次大会が2025年10月17～18日にソウルで開催された。JAASからは中野耕太郎会員（東京大学），
森川智成会員（中央大学）が派遣され，発表を行った。

（7）日米友好基金の助成金について
ASA／ OAHと本学会との学術交流を長年にわたり支えてきた日米友好基金からの助成金については，本年度も
例年通り採択の通知を受けた。しかしながら，本年度の助成金受け入れにあたって付されていた条件について
ASA／ OAH関係者と慎重に協議を重ね，検討を行った結果，学術交流の自主性を維持する観点から，本年度の
助成金については辞退することを決定した。

•••••••••••••••••••••••••

会員のみなさまにお願い

ご住所・所属等の変更が生じた場合には，速やかに事務局（office@jaas.gr.jp）までお知らせください。また，メー
ルアドレスを登録されていない方は，極力ご登録くださいますようご協力をお願いいたします。
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2025年度決算及び 2026年度予算

総会において 2025 年度決算及び 2026 年度予算についてご承認をいただきました。ここに決算及び予算を掲載し，会
員各位へのご報告とさせていただきます。なお，2025 年度の決算は，出納帳その他の関係書類とあわせて，大森一輝，
佐藤千登勢各監事の監査を受け，適切と認める旨の監査報告書が提出されていることをご報告いたします。
 （財務担当　松本俊太）

アメリカ学会　2025 年度決算
□収入の部	（単位：円）

科目 2025年度予算（a）2025年度決算（b）
1. 年会費 8,000,000 6,258,000
2. 雑収入 400,000 254,184
3. 広告収入 30,000 204,000
4. 寄付金 0 0
5. アメリカ研究振興会助成金 1,000,000 1,000,000
6. 日米友好基金（OAH） 2,220,000 2,217,255
7. 日米友好基金（ASA） 0 0

小計（A） 11,650,000 9,933,439

□支出の部
科目 2025年度予算（a）2025年度決算（b）

1. 会計費 4,530,000 3,329,323
01）事務局人件費 650,000 585,000
02）業務委託費 2,200,000 1,935,816
03）常務理事会費 300,000 139,840
04）会費郵送通信費 130,000 20,099
05）事務用品費 100,000 3,360
06）広報・電子化情報委員会費 500,000 204,713
07）選挙関連費 400,000 178,697
08）口座振替・郵便振替手数料 150,000 113,030
09）会務雑費 100,000 148,768

2. 研究事業費 10,790,000 8,934,193
01）年次大会費 1,150,000 1,149,581
（1）準備費 300,000 300,000
（2）大会費 700,000 724,581
（3）企画委員会費 0 0
（4）非定職者旅費補助 150,000 125,000

02）国際交流費 4,490,000 4,242,706
（1）国際交流活動費 300,000 152,706
（2）OAH短期滞在 2,000,000 1,900,000
（3）ASA年次大会派遣 800,000 800,000
（4）ASA年次大会院生旅費補助 200,000 200,000
（5）ASAK年次大会招聘 90,000 90,000
（6）ASAK年次大会派遣 160,000 160,000
（7）OAH年次大会派遣 400,000 400,000
（8）海外渡航奨励金 540,000 540,000

03）年報刊行費 1,850,000 1,008,695
（1）年報編集委員会費 200,000 93,444
（2）年報印刷費 1,200,000 698,291
（3）年報郵送通信費・雑費 300,000 146,560
（4）JSTAGE公開費 150,000 70,400

04）英文ジャーナル刊行費 1,950,000 1,639,467
（1）英文編集委員会費 200,000 0
（2）英文印刷費 1,000,000 817,234
（3）英文郵送通信費・雑費 150,000 133,595
（4）コピーエディター雑費 600,000 688,638

05）会報刊行費 700,000 601,542
（1）会報印刷費 300,000 266,804
（2）会報郵送通信費 400,000 334,738

06）清水博賞委員会費 200,000 188,237
07）斎藤眞賞委員会費 100,000 0
08）中原伸之賞委員会費 100,000 103,965
09）研究教育支援費 150,000 0
10）研究事業予備費 100,000 0

小計（B） 15,320,000 12,263,516

当期収支差額（A-B） △ 3,670,000 △ 2,330,077
前期繰越金（C） 28,471,013 28,471,013
次期繰越金（A-B＋C） 24,801,013 26,140,936

アメリカ学会　2026 年度予算
□収入の部	（単位：円）

科目 2026年度予算（a）
1. 年会費 8,000,000
2. 雑収入 300,000
3. 広告収入 30,000
4. 寄付金 0
5. アメリカ研究振興会助成金 2,000,000
6. 日米友好基金（OAH） 0
7. 日米友好基金（ASA） 0

小計（A） 10,330,000

□支出の部
科目 2026年度予算（a）

1. 会計費 4,180,000
01）事務局人件費 650,000
02）業務委託費 2,200,000
03）常務理事会費 300,000
04）会費郵送通信費 130,000
05）事務用品費 100,000
06）広報・電子化情報委員会費 500,000
07）選挙関連費 0
08）口座振替・郵便振替手数料 150,000
09）会務雑費 150,000

2. 研究事業費 9,560,000
01）年次大会費 850,000
（1）準備費 300,000
（2）大会費 350,000
（3）企画委員会費 0
（4）非定職者旅費補助 150,000
（5）託児補助 50,000

02）国際交流費 3,560,000
（1）国際交流活動費 280,000
（2）OAH短期滞在 0
（3）ASA/OAH年次大会派遣 1,200,000
（4）ASA/OAH年次大会院生旅費補助 450,000
（5）60 周年記念 ASA研究者招聘 1,000,000
（6）ASAK年次大会派遣 0
（7）ASAK年次大会招聘 90,000
（8）海外渡航奨励金 540,000

03）年報刊行費 1,850,000
（1）年報編集委員会費 200,000
（2）年報印刷費 1,200,000
（3）年報郵送通信費・雑費 300,000
（4）JSTAGE公開費 150,000

04）英文ジャーナル刊行費 1,950,000
（1）英文編集委員会費 200,000
（2）英文印刷費 1,000,000
（3）英文郵送通信費・雑費 150,000
（4）コピーエディター雑費 600,000

05）会報刊行費 700,000
（1）会報印刷費 300,000
（2）会報郵送通信費 400,000

06）清水博賞委員会費 200,000
07）斎藤眞賞委員会費 100,000
08）中原伸之賞委員会費 100,000
09）研究教育支援費 150,000
10）研究事業予備費 100,000

小計（B） 13,740,000

当期収支差額（A-B） △ 3,410,000
前期繰越金（C） 26,140,936
次期繰越金（A-B＋C） 22,730,936
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•••••••
 新　刊　紹　介
•••••••
油井大三郎　著
『日系アメリカ人　強制収容からの〈帰還〉―人種と

世代を超えた戦後補償（リドレス）運動』
（岩波書店，2025 年，3,190 円）

三部構成の本書は，「プロローグ」で述べられている
ように，日系アメリカ人が，第二次世界大戦中の強制収
容に対する謝罪と補償を合衆国政府が行うことを求めた
リドレス運動を始め，1988 年市民的自由法の制定を達
成できた理由を明らかにしようとするものである。
第一部は，日米開戦後，合衆国政府内部と日系人・日
系アメリカ人の間の両方で立ち退き・収容政策を巡って
対立が存在していたことを指摘し，「分散的再定住政策」
を取る戦時転住局は，キリスト教会関係者などの白人の
協力も得ながら，中西部・東部への「再定住」を促した
が，成果は限定的だったことを明らかにする。さらに，
日系人を含む研究者たちは，立ち退き・収容政策の被収
容者への影響に関する調査を行ったものの，政策に対す
る批判的視点というものは公にされなかったと論じる。
第二部は，日系アメリカ人が大戦中に上げた軍功の周知，
軍需産業の勃興に伴う人口流入による人種関係の複雑
化，戦中・戦後の国際関係の変化などの要因により，
1945 年 1 月から西海岸への再定住が進んだが，日系人・
日系アメリカ人の間には立ち退き・収容への対応を巡る
対立が残存したと述べる。第三部は，戦後，立ち退き・
収容に協力的だった日系アメリカ市民協会により，日系
人に差別的な法の改正が進み，その経済的・社会的地位
の上昇も成された一方で，日系アメリカ人を「モデル・
マイノリティ」とする言説が登場し，日系人の人種意識
と戦時中の体験の記憶の抑圧につながったことを指摘す
る。さらに，1960 年代のアフリカ系の社会運動やベト
ナム反戦運動の影響を受けてアジア系アメリカ人運動が
盛んになると，若い二世や三世たちがリドレス運動を開
始し，議会公聴会での証言などを通して，日系アメリカ
人の間でも記憶の共有とトラウマの解消が進み，戦時中
から残る対立も解消してゆき，リドレス運動が成功した
と論じる。戦時体験の調査や記憶の共有過程で，日系ア
メリカ人女性が大きな役割を果たしたことも強調され
る。そして，「エピローグ」で，リドレス運動は「市民
ナショナリズム」に回収されるものではないことが指摘
され，その「世界史的意義」が述べられ，本書は結ばれ
る。
本書は，二次資料に加えて，合衆国政府の調査記録や
議会公聴会記録とオーラル・ヒストリーなどを用いて，
上からと下からの両方の視点，そして，構造的な視点と
個々人の視点の両方から日系アメリカ人の第二次世界大
戦中・戦後の歴史を描いており，誰にとっても簡便な参
照先として有益だろう。また，アジア系アメリカ人研究
の専門家にとっても，エスニック研究の他の分野と同様
に，1960 年代の社会運動をより長い歴史的文脈に置い
て再考する必要があるのかどうかを考えるきっかけを与
えてくれるものだろう。
 大八木豪（金城学院大学）

加藤洋子　著
『センサスが語るアメリカ史―人口と統治の結びつき

がもたらす国家の変容』
（彩流社，2025 年，3,520 円）

センサスは何を表すのか？そこに反映されるアメリカ
の歴史は勿論，未来をも，本書は垣間見せてくれる。そ
もそもセンサスが国家統治でなぜ重要か？本書の根底に
あるこの問いについては ｢第 1章疫病，国力と人口統計
｣ で，17‒18 世紀のイギリスでは植民統治・覇権・疫病・
年金・保険，英領アメリカでは国力という点で重視され
たと明かされる。加えて，兵役可能な植民地住人を把握
する必要性から，アメリカで人口統計が一層進んだと，
｢第 2 章英領アメリカの形成｣ は分析する。そしてイギ
リスが軍事的要のニューヨークに人口統計を頻繁に求め
る中，植民地で人口が議員・陸上兵・徴発等の比例配分
に紐づけられたため，どの住人を集計対象とするかが争
点化したと，｢第 3 章ニューヨーク植民地と人口｣ は述
べる。この議論が，独立戦争後に人口と代議制民主主義
が結びつき，礎が築かれる中で先鋭化した過程が，｢第
4章連邦センサスの登場｣ で描かれている。
こうした建国期の国のかたちは，領土拡大・人口増・
産業革命で激変し，地域格差が広がった。それはセンサ
スによって露となり，奴隷制を巡る対立激化の背景に
なったと ｢第 5 章南北戦争に至る道｣ は指摘する。｢第
6章南北戦争前の人種分類とセンサス｣ は，国内で ｢非
白人｣ が多様化，つまり黒人以外に先住民，｢ムラトゥ｣
や ｢中国人｣ の存在感が高まり，｢白人｣ と ｢奴隷｣ の
峻別を主軸とするセンサスに影響したと論じる。この主
軸は戦後も続く一方，｢第 7章南北戦争後 1930 年までの
人種分類とセンサス｣ は，センサスが公民権法に加えて
移民政策とも連動し始め，アジア系や ｢複数の人種から
なる人々｣ の集計が課題になったと述べる。｢非白人｣
即ちマイノリティのデータは，第二次世界大戦後に公民
権法実施と一層結びついて必要性が増し，人種・エスニ
シティの統一基準設置が連邦に求められた。その結果 ｢
複数の人種からなる人々｣ , 特にヒスパニックの統計が
本格化し，センサスに埋め込まれた人種序列が解消され
たと，｢第 8 章人種・エスニシティをめぐる混沌と 3つ
の基準改訂｣ は分析する。このように，センサスは歴史
を浮き彫りにするが，それだけではない。現在・未来の
国家を誰が構成するのか，という成員資格を巡る国の現
状認識と展望も浮上させる。この点について ｢第 9章セ
ンサスと人口｣ は，集計に誰を含む／除くべきかという
民主主義に関わる問題を，奴隷・先住民から現代の非合
法移民に至るまで俯瞰し，論じる。
以上のように，本書はまさに『センサスが語るアメリ
カ史』だ。個人的に特に興味深いのは，憲法修正第 14
条の成立である。出生地主義と下院議員の選出方法がな
ぜ同じ修正第 14 条に置かれたのか，その謎が本書で解
消された。アメリカの過去・現在・未来，そして謎をも
読み解く鍵となり，世相を映すだけでなく世相をつくり
もするセンサス。本書はセンサス研究の射程と可能性を
示してくれる。
 大井由紀（南山大学）



― 10 ―

Taras Alexander Sak　著
The Art of Escape: On Melville’s Bachelor 
Machines

（春風社，2024 年，6,600 円）

本書は，アメリカ文学を代表する作家ハーマン・メル
ヴィル（1819‒1891）の研究書である。筆者は，「我々の
理解をすり抜ける（eludes or escape our grasp）」メル
ヴィル作品に対し慎重に解釈を重ね （27），メルヴィル
の「逃避の芸術」を探る。
3章からなる本書は，『白鯨』，『ピエール』，そして『信
用詐欺師』を議論の中心に据え，それぞれを「国家」，「家
族」，「主観性」という 19 世紀アメリカ国家を支える国
家的・哲学的概念からの逃避という視座から読み解く。
本書に通底するのは，ホーソーンとの短い友情とその破
綻が1850年から1857年までの作品と，その後のメルヴィ
ルに与えた影響である。第 1章では，ホーソーンとの出
会いが『白鯨』を単純な冒険ロマンスから哲学的小説へ
深化させたことが論じられる。後の作品の原型となる「挑
戦的受難者」エイハブ船長は，理性や市場経済，家庭と
いった国家の礎となる概念に抗い，ピークォッド号を異
種混交的でトランスナショナルなマシンとして駆動さ
せ，19 世紀アメリカの例外主義に異を唱えるメルヴィ
ル自身と重なる様子が論じられる。
続く第 2章では，メルヴィルのホーソーンとの別離が，

『ピエール』を商業的な成功を顧みない転覆的な小説へ
と変容させた様が緻密に論じられる。アンチヒーロー・
ピエールは，家系，血縁，土地といった家庭の領域に対
して宣戦布告するが，家庭性という「社会の基盤そのも
のへの脅威」を同時代の批評家，そして読者が好意的に
受け入れることはなかった。
筆者は第 1 章の冒頭で，ホーソーンとの別離がメル
ヴィルの「苦しみ（suffering）」との関わり方が変化し
た契機であると述べる。苦しみを俯瞰する観察から，苦
しみの内部への没入である。第 3章では，白鯨やイザベ
ル，ピエールといったメルヴィル作品における「浮遊す
るシニフィエ」の系譜にある信用詐欺師のマスカレード
を通して，メルヴィル自身がミルトンのサタンへの共感
を内面化したことに光が当てられる。ホーソーンとの別
離を経たメルヴィルは失望の深淵から立ち上がり，筆者
は「破滅（annihilation）」の新たな解釈をメルヴィルの
詩作に求める。
詩作を手放さなかったメルヴィルについて筆者は，「世
界が道理に適う（make sense）場所だと偽ることなしに，
世界を形作る数多の断片をいくらかでも理解する営み
を，詩の形態を通して成し遂げようとした」（206）と結
ぶ。『白鯨』以降の作品の不振は，書き手としての創造
性の枯渇ではない。引き取り手のないデッドレターを韻
文に乗せて「冷酷な海」に放つ営為こそが“the art of 
escape”なのだ。メルヴィル理解に向けた筆者の誠実な
姿勢と，新たな解釈を切り拓こうとする意思が結実し，
読後に強い触発を与える良書である。
 大武佑（茨城工業高等専門学校）

生井英考　著
『アメリカのいちばん長い戦争』

（集英社，2025 年，1,100 円）

アメリカ史における「いちばん長い戦争」は，ヴェト
ナム戦争からアフガニスタン戦争に引き継がれた。二つ
の「最長の戦争」にはどんな関係があるのか。著者は戦
争の終幕を象徴する写真の類似に注目する―視覚表象か
ら歴史を鮮やかに解読するのも本書の特筆すべき手法で
ある。サイゴン陥落とカブール陥落の写真に焼き付けら
れているのは，脱出するヘリコプターの光景だ。真珠湾
攻撃を想起させた同時多発テロに対する報復として，す
なわち「良い戦争」としての太平洋戦争の記憶を付帯さ
せて始まったアフガン戦争は，皮肉なことに，ヴェトナ
ム敗戦のイメージを引用しながら終わる。本書が紐解く
のは，ヴェトナム戦争とその時代のいまだに学ばれない
教訓の歴史的な反復に他ならない。
二つの戦争からの撤退を決めた大統領は，それぞれニ
クソンとトランプである。本書の白眉は，現政権へと密
かに相続されたニクソン政権の遺産を解明するくだりだ
ろう。分断を煽って利用するポピュリスト的な政略の元
祖はニクソンである。再び写真が参照される。1971 年，
ケント州立大学の反戦集会で州兵に射殺された学生を捉
えた生々しい一枚だ。実は，世論の大半は州兵より学生
側に批判的だった。この無名の声を為政者は聴き分ける。
不正への抗議運動に参加する者を「法と秩序」を乱す「声
の大きい少数派」と印象付けつつ，反戦運動であれ公民
権運動であれ，騒乱の光景に眉を顰める中間層・保守層
を，さらに暗示的にはレイシストまでも，サイレント・
マジョリティーとして承認することで支持層に取り込ん
だのだ。さらにケント事件の直後，興味深い暴動がニュー
ヨークで生じた。建設労働者が若者の抗議集会を襲撃し，
さらに市庁舎を包囲したのだ。彼らの標語こそ「アメリ
カが全て」「アメリカを愛せ，さもなくば去れ」だった。
既視感を禁じ得ない。「アメリカを再び偉大に」を標榜
する現政権支持者のとりわけ過激な陰謀論者が，2021
年に連邦議会議事堂を襲撃した。
ニクソンが主戦論を焚き付けるのに利用した戦争捕虜
問題は，それを歴史修正主義的な空想として描き直す『地
獄の 7 人』などの 80 年代ヴェトナム戦争映画を経て，
90 年代には陰謀論にまで変貌した。国交正常化で経済
進出を目論む政府が，ヴェトナムと結託して戦争捕虜を
いまだに隠蔽しているというのだ。この陰謀論が共和党
主流派に対する極右派からの攻撃だったことに注意した
い。内容は変わっても，トランプほど極右の陰謀論から
政治的利益を得てきた政治家もいないからだ。
著者が「終わってから始まった戦争」だと言うヴェト
ナム戦争に，終わりはないのかもしれない。歴史の深い
洞察が，現在を通して過去を，また逆に過去を通して現
在を再発見することだとすれば，本書ほど歴史的洞察の
示唆に富む本はない。
 大勝裕史（千葉商科大学）
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新田啓子　著
『セキュリティの共和国――戦略文化とアメリカ文学』

（講談社，2024 年，3,300 円）

本書は，新田啓子氏が『群像』誌において 2023 年 9
月号から 2025 年 4 月号までに連載したエッセイ群から
構成されており，序章，終章を含め計一八章からなる。
その主題，セキュリティと戦略文化という視座から建国
期からの正典的アメリカ文学を再読するという試みは，
国際政治学等の理論，深遠な心理的洞察，そして丹念な
テクスト精読を通じ，建国期からトランプ 2.0 時代まで
のアメリカ民主主義をめぐる他者抑圧的な防衛思想を掘
り起こす。防衛の名の下に戦争や暴力の因果を形成する
のがアメリカ的戦略文化だとすれば，本書は，まさにそ
の文化的営為の内部から，そうした因果を分析，再考す
る一貫した努力の結晶である。
その第一章が示すように，同国の民主主義の根幹をな
す自警主義，つまり人民が民兵ともなり得た革命期アメ
リカに由来する防衛思想は，絶えず文化的領域において
多様なかたちで（たとえば 18 世紀末のチャールズ・ブ
ロックデン・ブラウンによる初期アメリカン・ゴシック
小説から，非番の警官を主人公としたハリウッドのアク
ション映画に至るまで）表出してきた。民兵と人民との
あいだの曖昧な境界は過去の遺物ではなく，合衆国憲法
修正第二条の規程，つまり武装権によって現代的な意味
を持っている。
正典化された多くのアメリカ作家が，武装化されたア
メリカ民主主義についての物語を編んできた。本書の第
一部（第一章から第五章）は，前掲ブラウンやエドガー・
アラン・ポーの長編小説に触れながら，差し迫った状況
における自己防衛がいかに人道的倫理観を妥協させるか
を説明している。殺人や食人を正当化するその防衛意識
は人種主義や近代性と連動し，アメリカ民主主義の基盤
としての白人性を正統な防衛対象としていく。第二部（第
六章から第九章）は，ハーマン・メルヴィルによる
1852 年の小説『ピエール，あるいは曖昧性』が示す内
的他者についての不安だけでなく，暴力性を孕む安全保
障概念をあえて宙吊り状態にすることのメルヴィル的倫
理をも前景化する。それから第三部（第一〇章から第
一二章）は，奴隷の抑圧や南北戦争を正当化した叛乱鎮
圧ドクトリンとそれが示す復讐に対する不安を視座とし
てマーク・トウェインによる 1894 年の長編『まぬけウィ
ルソン』を再読し，第四部（第一三章から第一七章）は
この叛乱に対する防衛意識をテロリズムに対するそれへ
と展開しながら，ヘンリー・ジェイムズの 1886 年の作
品『カサマシマ公爵夫人』とエミリ・ディキンソンの詩
における内なる革命思想を架橋する。
新田氏特有のグランドな文体で展開するこれらの議論
は，長年親しまれてきたアメリカ文学作品群の表層的理
解に抵抗し，それらが内包する不穏さ，不気味さに真っ
向から向き合うことの現代的意義を明示している。
 山根亮一（東京科学大学）
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第 31回清水博賞審査結果のお知らせと第 32回公募のお知らせ

アメリカ学会では，1996 年度から故清水博会員および同夫人からの寄付金を基金として，「アメリカ学会 清水博賞」
を設けています。この賞は，主として若手研究者が最初に発表した研究成果の中から，特に優れた作品を毎年数点程度
選び，賞状と賞金 5万円を贈るものです。
第 31 回清水賞候補作として，2025 年 1 月 1 日から 12 月 31 日までの期間に出版された著書のなかから，2点の推薦
が寄せられ，厳正な審査の結果，以下の作品に清水博賞が授与されました。

Masako Hattori（服部 雅子）
The Age of Youth: American Society and the Two World Wars（Cambridge University Press）
飯島真里子
『コナコーヒーのグローバル・ヒストリー 太平洋空間の重層的移動史』（京都大学学術出版会）

推薦および審査にご協力いただきました会員の皆様に感謝申し上げます。

第 32 回清水博賞選考委員会は，2026 年 1 月 1 日から 12 月 31 日までに出版される作品について，会員諸氏からの積
極的な推薦（自薦・他薦）をお願いいたします。推薦作品につきましては，2027 年 1 月 8 日（金）までに，学会ホームペー
ジの「お問合せ・応募」フォームよりお送り下さい。
 清水博賞選考委員会

アメリカ学会斎藤眞賞第 9回受賞作品について

アメリカ学会では，2009 年度から故斎藤眞会員のご遺族からの寄付金を基金として，「アメリカ学会斎藤眞賞」を設
けています。この賞は授賞を隔年とし，その直近 2年間の『アメリカ研究』およびThe Japanese Journal of American 
Studies （英文ジャーナル）に掲載された論文のなかから，若手による優秀な作品に，賞金 3万円と賞状を贈るものです。
第 9回アメリカ学会斎藤眞賞は，『アメリカ研究』58, 59 号，The Japanese Journal of American Studies, Nos. 35, 36
に掲載された計 26 本の論文を審査対象とし，二段階にわたる厳正な審査の結果，以下の二作品が受賞作となりました。

第 9回受賞作品
山中美潮
「稲作と人種　20 世紀初頭のアメリカ南部における日本人」『アメリカ研究』第 58 号（2024 年）
雨宮迪子
「赦さない者を，赦さない　キャサリン・マリア・セジウィックの『リンウッド家』における慈悲と排除の建国力学」
『アメリカ研究』第 59 号（2025 年）
 斎藤眞賞選考委員会

アメリカ学会中原伸之賞第 7回審査結果と第 8回公募のお知らせ

アメリカ学会では，故・中原伸之氏（公益財団法人アメリカ研究振興会理事長などを歴任）からの個人寄付金を基金
とし，2019 年度から「アメリカ学会　中原伸之賞」を設けています。この賞は，本学会員の第 2作以降の単著（年齢
制限なし）ないしは本学会員の最初の単著（この場合のみ出版時 50 歳以上であること）のなかから，日本，アメリカ，
あるいは世界のアメリカ研究の水準を高めることに貢献できる，深い知見と新しい視座を提供する特に優れた研究書に，
賞状と賞金 5万円を贈るものです。2025 年 1 月 1 日から 12 月 31 日の期間に出版された著作のなかから，自薦・他薦
で寄せられた作品を厳正に審査した結果，次の作品が受賞作となりました。

第 7回受賞作品
Etsuko Taketani, Aerial Archives of Race: African American Cultural Expressions and the Black Nuclear Pacific（Uni-
versity of California Press, 2025）

また，第 8回中原伸之賞選考委員会は，2026 年 1 月 1 日～12 月 31 日に出版される作品について，会員の皆さまから
の積極的な推薦（自薦・他薦）を受け付けます。推薦をいただく場合には，2027 年 1 月 7 日（木）までに，400 字程度
の推薦理由（書式自由）を添えて学会ホームページの「お問合せ・応募」フォームよりご応募ください（宛先のプルダ
ウンリストより，「中原伸之賞」をお選び下さい）。自薦の場合は 3冊のご献本を学会事務局に郵送でお願い申し上げま
す（他薦の場合にも可能ならご献本をお願い申し上げます）。学会事務局は次の通りです。
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〒550‒0001
大阪市西区土佐堀 1丁目 4‒8 日栄ビル 703Aあゆみコーポレーション内
アメリカ学会「中原賞選考委員会」
 中原伸之賞選考委員会

英文ジャーナル編集委員会からのお知らせ

〈英文書誌投稿についてのお知らせ〉
本会会員が 2025 年 1 月～12 月に出版した英語著作，英語論文（博士論文を含む）に関する情報を，『英文ジャーナ
ル（The Japanese Journal of American Studies）』第 38 号に掲載する予定です。英語で執筆された研究業績について，
学会ホームページ https://www.jaas.gr.jp/the-japanese-journal-of-american-studies.html で示されている形式に従って
ご記入のうえ，電子メール本文に貼りつけて，11 月 30 日（月）までに学会英文ジャーナル編集委員会宛（engjournal@
jaas.gr.jp）にお送りください。指示された形式に従って原稿を作成してくださいますよう，お願いいたします。なお，
英文ジャーナル掲載の論文については，この英文書誌に収録しないこととなっておりますので，ご注意ください。

〈『英文ジャーナル（The Japanese Journal of American Studies）』投稿についてのお知らせ〉
第 39 号の投稿原稿応募申し込み（論文要旨）の締め切りは 2027 年 1 月 11 日（月），原稿締め切りは 2027 年 5 月 16
日（日）です。投稿原稿応募申し込みの記載事項と申込先の詳細については，11 月の会報をご覧ください。投稿者はア
メリカ学会の会員に限ります。なお『アメリカ研究』との二重投稿，あるいは日本語，英語を問わず他の雑誌に発表し
たものと同じ内容の投稿はご遠慮ください。
 英文ジャーナル編集委員会

•••••••••••••••••••••••••
新入会員（2026 年 6 月 15 日現在）

足立匡行 桜美林大学 人，言
小川正人 環太平洋大学 教，史，地
長谷川裕一 関東学院大学 文，衆，化
進藤翔大郎 国際日本文化研究センター 外，日，史
笠根唯 富山大学 文，化
ジェイムズ常マシュー　東京大学（院） 文，ジ，視
犬塚記子 慶應義塾大学（院） 法
西村巧 関西大学（院） 外，史，政
伴駿介 慶應義塾大学（院） 政
細川直哉 同志社大学（院） 政，宗，外
佐々木楓 近畿大学 ジ，文，視

（*入会申し込み順。専門領域の略記については，PDF版会員名簿作成用アンケートおよび学会ホームページに記載さ
れている新表記法による）

•••••••••••••••••••••••••
編集後記
ついにThe Late Show with Stephen Colbert が終わっ
てしまった。コルベアの独特な品格と，政治ニュースの
ジョークは，いつも痛快だった。最終回では，「ジャンプ・
アップ」というどこか懐かしい旋律だが初めて耳にする
曲が披露された。歌詞は不可思議で，解釈を考えあぐね
てしまう。「決めつけたうえに思い込むやつらもいる／
無理解はこちらが祝福されるってことにはならない／そ
んなやつらを「どこにも止まらない停留所行」急行に乗
せてしまえ／そしたらせめて忘れることはできるだろ
う。」大団円で歌ったビートルズ「ハローグッバイ」よ
りも，こちらの別れの挨拶に，コメディアンの心境が吐
露されていると感じた。 （平松彩子）
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